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野村日本企業価値向上オープン
（円投資型）/（米ドル投資型） 

運用報告書(全体版) 
 

第８期（決算日2023年３月23日） 
 

作成対象期間（2022年３月24日～2023年３月23日） 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。 
当作成対象期間の運用状況等についてご報告申し上げます。 
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願い申し上げます。 
 

●当ファンドの仕組みは次の通りです｡ 
 円投資型 米ドル投資型 

商 品 分 類 追加型投信／国内／株式 
信 託 期 間 2015年５月18日から2026年３月23日までです。 

運 用 方 針 

野村日本企業価値向上オープン マザーファンド（以下「マザーファンド」といいます。）受益証券への投資を通じて、主としてわが国
の株式に実質的に投資し、信託財産の成長を目標に積極的な運用を行なうことを基本とします。わが国の株式の中から、企業価値向上
が期待される銘柄を選別して投資することにより、中長期的な値上がり益の獲得を目指します。 

－ 
円建て資産について、選択権付き為替予約取引等の外国為替に関する
デリバティブ取引を活用し、米ドルへの投資効果を追求します。なお、
外国為替予約取引等を活用する場合があります。 

主な投資対象 
マザーファンド受益証券を主要投資対象とします。なお、株式
等に直接投資する場合があります。 

マザーファンド受益証券を主要投資対象とし、選択権付き為替予約取
引等の外国為替に関するデリバティブ取引を主要取引対象とします。
また、株価指数先物取引および外国為替予約取引等を活用する場合、短
期有価証券ならびに短期金融商品等に投資する場合があります。なお、
株式等に直接投資する場合があります。 

マザーファンド わが国の株式を主要投資対象とします。 

主な投資制限 
野村日本企業価値向上オープン 
（円投資型）/（米ドル投資型） 

株式への実質投資割合には制限を設けません。 

マザーファンド 株式への投資割合には制限を設けません。 

分 配 方 針 
毎決算時に、原則として経費控除後の繰越分を含めた配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等から、基準価額水準等を勘案して分
配します。留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行ないます。 
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－ 1 － 

野村日本企業価値向上オープン（円投資型）/（米ドル投資型）

＜円投資型＞ 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 参 考 指 数 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

東証株価指数 
（ T O P I X ） 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 

４期(2019年３月25日) 9,894 0 △ 6.1 1,577.41 △ 5.3 98.1 － 15,771 

５期(2020年３月23日) 8,077 0 △18.4 1,292.01 △18.1 97.5 － 7,772 

６期(2021年３月23日) 12,806 150 60.4 1,971.48 52.6 98.8 － 8,695 

７期(2022年３月23日) 12,189 70 △ 4.3 1,978.70 0.4 96.2 － 7,502 

８期(2023年３月23日) 12,830 150 6.5 1,957.32 △ 1.1 92.9 － 7,468 
 
＊基準価額の騰落率は分配金込み。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

＊株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 参 考 指 数 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率  騰 落 率 

東証株価指数 
（ T O P I X ） 

騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ 

2022年３月23日 12,189 － 1,978.70 － 96.2 － 

３月末 12,220 0.3 1,946.40 △1.6 95.6 － 

４月末 11,849 △2.8 1,899.62 △4.0 95.9 － 

５月末 12,100 △0.7 1,912.67 △3.3 95.8 － 

６月末 11,861 △2.7 1,870.82 △5.5 95.3 － 

７月末 12,315 1.0 1,940.31 △1.9 95.1 － 

８月末 12,788 4.9 1,963.16 △0.8 94.6 － 

９月末 12,040 △1.2 1,835.94 △7.2 92.8 － 

10月末 12,492 2.5 1,929.43 △2.5 93.4 － 

11月末 12,885 5.7 1,985.57 0.3 93.6 － 

12月末 12,128 △0.5 1,891.71 △4.4 93.1 － 

2023年１月末 12,595 3.3 1,975.27 △0.2 92.2 － 

２月末 13,062 7.2 1,993.28 0.7 91.8 － 

(期  末)       

2023年３月23日 12,980 6.5 1,957.32 △1.1 92.9 － 
 
＊期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

＊株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
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野村日本企業価値向上オープン（円投資型）/（米ドル投資型）

＜米ドル投資型＞ 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ ％ 百万円 

４期(2019年３月25日) 9,294 0 0.7 92.6 5.8 42,606 

５期(2020年３月23日) 7,732 0 △16.8 87.3 10.1 21,284 

６期(2021年３月23日) 12,137 120 58.5 93.1 5.5 22,034 

７期(2022年３月23日) 12,882 90 6.9 86.9 9.3 19,838 

８期(2023年３月23日) 14,837 270 17.3 88.8 4.0 19,757 
 
＊基準価額の騰落率は分配金込み。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

＊株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 

＊当ファンドは特定の指数等を念頭に置いた運用を行なっていないため、ベンチマーク等はありません。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ ％ 

2022年３月23日 12,882 － 86.9 9.3 

３月末 13,005 1.0 87.3 8.1 

４月末 13,445 4.4 86.2 8.6 

５月末 13,496 4.8 88.7 6.2 

６月末 14,105 9.5 86.0 8.4 

７月末 14,303 11.0 90.0 4.9 

８月末 15,456 20.0 85.6 8.7 

９月末 15,229 18.2 84.1 8.7 

10月末 16,224 25.9 85.5 7.0 

11月末 15,724 22.1 87.1 5.8 

12月末 14,246 10.6 86.3 6.8 

2023年１月末 14,559 13.0 84.4 7.3 

２月末 15,810 22.7 82.4 9.5 

(期  末)     

2023年３月23日 15,107 17.3 88.8 4.0 
 
＊期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

＊株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
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野村日本企業価値向上オープン（円投資型）/（米ドル投資型）

＜円投資型＞ 

◎運用経過 

○期中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。作成期首（2022年３月23日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、個々のお客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注）参考指数は、東証株価指数（TOPIX）です。参考指数は、作成期首（2022年３月23日）の値が基準価額と同一となるように計算してお

ります。 

（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

＊基準価額は6.5％の上昇 

基準価額は期首12,189円から期末12,980円（分配金込み）に791円の値上がりとなりました。 

 

①の局面（期首～７月上旬） 

（上昇） ウクライナとロシアの停戦への期待が高まったことや、円安ドル高が進展したことで

輸出関連企業の業績拡大が期待されたこと。 

（下落） 中国において上海のロックダウン（都市封鎖）が継続され、サプライチェーン（供給

網）の混乱の長期化による世界経済の落ち込みへの懸念が強まったこと。 
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野村日本企業価値向上オープン（円投資型）/（米ドル投資型）

＜円投資型＞ 

（上昇） 中国において上海のロックダウンの段階的な解除方針が示され、供給制約の解消への

期待が高まったこと。 

（下落） 米国の高インフレの継続を背景に、FRB（米連邦準備制度理事会）による積極的な利

上げが継続するとの見方が広まったこと。 

 

②の局面（７月上旬～期末） 

（上昇） 参議院選挙での自民党大勝により景気対策への期待が高まったことや、米国の長期金

利上昇が一服し、その後低下したこと。 

（上昇） 米国のCPI（消費者物価指数）が市場予想を下回ったことから、FRBの積極的な利上げ

姿勢が和らぐとの見方が広まったこと。 

（下落） FRBが市場想定よりも金融引き締めに積極的な姿勢を示したことに加え、欧州各国の

中央銀行も相次いでさらなる利上げに踏み切ったこと。 

（上昇） 10月の米国のCPI上昇率が市場予想を下回ったことでFRBの金利引き上げペースが鈍

化するとの見方が広がったこと。 

（下落） 日銀の金融政策決定会合において金融緩和策の一部修正が決定され、金融関連を除く

幅広い業種が大きく下落したこと。 

（上昇） 中国のゼロコロナ政策が事実上終了したことで、中国をはじめとする世界経済の今後

の回復が期待されたこと。 

（下落） 米金融機関の破綻や欧州大手銀行の経営危機を受け、世界の金融システムに混乱が波

及するとの懸念が強まったこと。 
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野村日本企業価値向上オープン（円投資型）/（米ドル投資型）

＜円投資型＞ 

○当ファンドのベンチマークとの差異 

当ファンドは運用の目標となるベンチマー

クを設けておりません。 

コメント・グラフは、基準価額と参考指数の

騰落率の対比です。 

 

参考指数としている東証株価指数（TOPIX）

の騰落率が－1.1％となったのに対して、基準価

額は＋6.5％となりました。 

 

（主なプラス要因） 

①保有していなかったサービス業の騰落率が

市場平均を下回ったこと 

②市場平均より多めに保有していた鉄鋼、食料

品の騰落率が市場平均を上回ったこと 

③市場平均より多めに保有していた大和工業、

KOA、三井倉庫ホールディングスなどの騰落

率が市場平均を上回ったこと 

 

（主なマイナス要因） 

①保有していなかった銀行業や市場平均より少なめに保有していた医薬品、小売業の騰落率が

市場平均を上回ったこと 

②市場平均より多めに保有していた富士フイルムホールディングスなどの騰落率が市場平均

を下回ったこと 

③保有していなかった第一三共、三井住友フィナンシャルグループの騰落率が市場平均を上

回ったこと 
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野村日本企業価値向上オープン（円投資型）/（米ドル投資型）

＜円投資型＞ 

◎分配金 

（１） 収益分配金は、配当等収益や有価証券売買等損益を原資に、基準価額の水準などを勘案

して１万口当たり150円とさせていただきました。 

（２） 留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行ないます。 

 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第８期 

2022年３月24日～ 
2023年３月23日 

当期分配金 150  

(対基準価額比率) 1.156％ 

 当期の収益 150  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 2,983  
 

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 
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野村日本企業価値向上オープン（円投資型）/（米ドル投資型）

＜米ドル投資型＞ 

◎運用経過 

○期中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。作成期首（2022年３月23日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、個々のお客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

＊基準価額は17.3％の上昇 

基準価額は期首12,882円から期末15,107円（分配金込み）に2,225円の値上がりとなりました。 

 

①の局面（期首～７月上旬） 

（上昇） ウクライナとロシアの停戦への期待が高まったことや、円安ドル高が進展したことで

輸出関連企業の業績拡大が期待されたこと。 

（下落） 中国において上海のロックダウン（都市封鎖）が継続され、サプライチェーン（供給

網）の混乱の長期化による世界経済の落ち込みへの懸念が強まったこと。 

（上昇） 中国において上海のロックダウンの段階的な解除方針が示され、供給制約の解消への

期待が高まったこと。 
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野村日本企業価値向上オープン（円投資型）/（米ドル投資型）

＜米ドル投資型＞ 

（下落） 米国の高インフレの継続を背景に、FRB（米連邦準備制度理事会）による積極的な利

上げが継続するとの見方が広まったこと。 

 

②の局面（７月上旬～期末） 

（上昇） 参議院選挙での自民党大勝により景気対策への期待が高まったことや、米国の長期金

利上昇が一服し、その後低下したこと。 

（上昇） 米国のCPI（消費者物価指数）が市場予想を下回ったことから、FRBの積極的な利上げ

姿勢が和らぐとの見方が広まったこと。 

（下落） FRBが市場想定よりも金融引き締めに積極的な姿勢を示したことに加え、欧州各国の

中央銀行も相次いでさらなる利上げに踏み切ったこと。 

（上昇） 10月の米国のCPI上昇率が市場予想を下回ったことでFRBの金利引き上げペースが鈍

化するとの見方が広がったこと。 

（下落） 日銀の金融政策決定会合において金融緩和策の一部修正が決定され、金融関連を除く

幅広い業種が大きく下落したこと。 

（上昇） 中国のゼロコロナ政策が事実上終了したことで、中国をはじめとする世界経済の今後

の回復が期待されたこと。 

（下落） 米金融機関の破綻や欧州大手銀行の経営危機を受け、世界の金融システムに混乱が波

及するとの懸念が強まったこと。 
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野村日本企業価値向上オープン（円投資型）/（米ドル投資型）

＜米ドル投資型＞ 

○当ファンドのベンチマークとの差異 

当ファンドは特定の指数等を念頭に置いた

運用を行なっていないため、ベンチマーク等は

ありません。 

グラフは、期中の当ファンドの期別基準価額

騰落率です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎分配金 

（１） 収益分配金は、配当等収益や有価証券売買等損益を原資に、基準価額の水準などを勘案

して１万口当たり270円とさせていただきました。 

（２） 留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行ないます。 

 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第８期 

2022年３月24日～ 
2023年３月23日 

当期分配金 270  

(対基準価額比率) 1.787％ 

 当期の収益 270  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 4,837  
 

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 
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野村日本企業価値向上オープン（円投資型）/（米ドル投資型）

＜円投資型/米ドル投資型＞ 

○投資環境 

期首は、ウクライナとロシアの停戦への期待が高まったことや、円安ドル高が進展したこと

で輸出関連企業の業績拡大が期待されたことなどから上昇して始まりました。その後は、中国

における上海のロックダウンを受けたサプライチェーンの混乱の長期化による世界経済の落

ち込みへの懸念が強まったことなどから下落する場面もありましたが、７月以降は参議院選挙

での自民党大勝により景気対策への期待が高まったことや米国の長期金利上昇が一服したこ

とに加え、FRBの積極的な利上げ姿勢が和らぐとの見方が広まったことなどから上昇に転じま

した。 

 

９月にはFRBが市場想定よりも金融引き締めに積極的な姿勢を示したことに加え、欧州各国

の中央銀行も相次いでさらなる利上げに踏み切ったことなどから下落しました。その後、11月

に公表された10月の米国のCPI上昇率が市場予想を下回ったことでFRBの金利引き上げペース

が鈍化するとの見方が広がり反発しましたが、12月に入ると日銀の金融政策決定会合において

金融緩和策の一部修正が決定されたことから、金融関連を除く幅広い業種が大きく下落しまし

た。2023年に入ると、中国のゼロコロナ政策が事実上終了したことで中国をはじめとする世界

経済の今後の回復が期待されたことなどから上昇しましたが、３月になり米金融機関の破綻や

欧州大手銀行の経営危機を受け世界の金融システムに混乱が波及するとの懸念から下落して

期末を迎えました。 

 

○当ファンドのポートフォリオ 

［野村日本企業価値向上オープン（円投資型）］ 

基本方針として、当ファンドは［野村日本企業価値向上オープン マザーファンド］を高位

に組み入れます。期末の実質株式組入比率は92.9％としました。 

 

［野村日本企業価値向上オープン（米ドル投資型）］ 

（１） 基本方針として、当ファンドは［野村日本企業価値向上オープン マザーファンド］を

組み入れるほか、株価指数先物取引を活用することで、実質的な株式組入比率を高位に

維持します。期末の実質株式組入比率は92.8％としました。 

（２） また、選択権付き為替予約取引を行なうことで米ドルへの投資効果を追求します。期末

の米ドルのエクスポージャー比率は99.1％としました。 
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野村日本企業価値向上オープン（円投資型）/（米ドル投資型）

＜円投資型/米ドル投資型＞ 

［野村日本企業価値向上オープン マザーファンド］ 

・株式組入比率 

期を通じて高位を維持し、期末は93.1％としました。 

 

・期中の主な動き 

（１） ROE（自己資本利益率）や余剰資金水準などに基づく企業価値向上の「余地」、および経

営陣の株主還元などを通じた企業価値向上への「意欲」の２つの視点で選んだ銘柄群の

中から、業績動向やバリュエーション（投資価値評価）、企業の競争力などを勘案して投

資魅力度が高いと判断される銘柄に投資しました。 

（２） 期中の売買では三菱商事、三菱ケミカルグループ、参天製薬、ウシオ電機、アサヒグルー

プホールディングスなどを買い付けました。一方ワコールホールディングス、KOA、三

井倉庫ホールディングス、大和工業、ロームなどを売却しました。 

（３） 期末において保有している主な業種は電気機器、化学、食料品、輸送用機器、機械など、

主な銘柄はアサヒグループホールディングス、富士フイルムホールディングス、本田技

研工業、住友ベークライト、ロームなどです。 

 

 

◎今後の運用方針 

［野村日本企業価値向上オープン マザーファンド］ 

・投資環境 

日本経済は緩やかな成長を続けるとみています。2022年10-12月期の実質GDP（国内総生産）

成長率は前期比年率＋0.1％となりました。在庫投資の大幅なマイナス影響などで市場予想を

下回りましたが、コロナ禍からの経済活動正常化に伴った内需やインバウンド需要の回復は今

後も継続すると予想しています。一方で、2023年１月の消費者物価指数（除く生鮮食品）は前

年同月比＋4.2％となり、前年12月の同＋4.0％から上昇しました。物価上昇を背景に足もとの

実質的な所得環境は厳しい状況ですが、政府による電気代・ガス代の負担軽減策等により先行

きのインフレ率は鈍化していくとみています。12月に実質的な金融政策変更を行なった日銀で

は、３-４月に任期満了を迎える正副総裁の後任人事案が提示されました。総裁候補の植田和

男氏の発言からは、持続的・安定的な２％の物価安定目標の実現に関わらず現行の金融緩和政

策を変更する可能性が高いことが示唆されたと考えています。当社では、日本の2023年の実質

GDP成長率は前年比＋1.3％と予想しています。 

2023年度国内企業の予想経常利益は、前年度比4.5％増（野村證券金融経済研究所予想による

Russell/Nomura Large Cap［除く金融］、３月23日時点）、2024年度は同7.2％増（同上）となる

ことが予想されます。 
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野村日本企業価値向上オープン（円投資型）/（米ドル投資型）

＜円投資型/米ドル投資型＞ 

・投資方針 

（１） 引き続き、ROEや余剰資金水準などに基づく企業価値向上の「余地」、および経営陣の株

主還元などを通じた企業価値向上への「意欲」の２つの視点で選んだ銘柄を主要投資対

象として運用を行なってまいります。 

（２） 銘柄選択にあたっては、企業取材によるボトムアップアプローチをベースに、企業の競

争力や経営の評価、収益予想やESGの視点などの企業分析を行ない、経営者などとの対

話を通じた企業価値向上への意識の変化などを重視したうえで、企業の成長性やバリュ

エーションなどを考慮して組み入れを行ないます。また、銘柄の投資比率の決定に際し

ては、株式の市場性などにも留意して分散投資をはかります。 

（３） 経営者の意識が変わってきたことで、自社株買いの実施や配当性向の引上げなど株主還

元強化の動きが強まっています。今後も経営者のとの対話を通じて事業の成長も含め企

業価値の向上に積極的に取り組んでいる企業に着目して投資していく方針です。 

 

［野村日本企業価値向上オープン（円投資型）］ 

当ファンドは引き続き第９期の運用に入ります。 

今後の運用に関しましては、前述の投資環境見通しのもとで、ファンドの資金動向に充分配

慮しつつ、主要な投資対象であります［野村日本企業価値向上オープン マザーファンド］の

組み入れを高位に維持し、基準価額の向上に努めます。 

 

［野村日本企業価値向上オープン（米ドル投資型）］ 

当ファンドは引き続き第９期の運用に入ります。 

今後の運用に関しましては、前述の投資環境見通しのもとで、ファンドの資金動向に充分配

慮しつつ、実質的な株式組入比率を高位に維持すると同時に、選択権付き為替予約取引等の外

国為替に関するデリバティブ取引を行なうことで基準価額の向上に努めます。 

 

引き続きご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 
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野村日本企業価値向上オープン（円投資型）/（米ドル投資型）

＜円投資型＞ 

○１万口当たりの費用明細 (2022年３月24日～2023年３月23日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 170  1.375  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 82)  (0.660)  ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社への指図、法定書面等の作成、 
基準価額の算出等 

 （ 販 売 会 社 ） ( 82)  (0.660)  購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理 
および事務手続き等 

 （ 受 託 会 社 ） (  7)  (0.055)  ファンドの財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行等 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 4   0.031   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
   ※売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） (  4)  (0.031)   

（c） そ の 他 費 用 0   0.003   (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） (  0)  (0.003)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 合 計 174   1.409    

期中の平均基準価額は、12,361円です。  

 
＊期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。

＊各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

＊売買委託手数料およびその他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するもの

を含みます。 

＊各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数

第３位未満は四捨五入してあります。 
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野村日本企業価値向上オープン（円投資型）/（米ドル投資型）

＜円投資型＞ 

（参考情報） 

◯総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価

証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で

除した総経費率（年率）は1.38％です。 
 

  
（注）当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取引税を含みません。 

（注）各比率は、年率換算した値です。 

（注）当ファンドの費用は、マザーファンドが支払った費用を含みます。 

（注）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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野村日本企業価値向上オープン（円投資型）/（米ドル投資型）

＜円投資型＞ 

○売買及び取引の状況 (2022年３月24日～2023年３月23日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
野村日本企業価値向上オープン マザーファンド 91,396 129,000 519,979 733,500 

 
＊単位未満は切り捨て。 

 

○株式売買比率 (2022年３月24日～2023年３月23日) 

 

項 目 
当 期 

野村日本企業価値向上オープン マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 11,493,026千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 24,801,178千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.46   
 
＊(b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2022年３月24日～2023年３月23日) 

 

＜野村日本企業価値向上オープン（円投資型）＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜野村日本企業価値向上オープン マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式 5,118 818 16.0 6,374 509 8.0 

平均保有割合 28.0%       
 
※平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該子ファンドのマザーファンド所有口数の割合。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 



品 名：90001_140647_140648_008_02_野村日本企業価値向上オープン（円投資型）／（米ドル投資型）_958963.docx 

日 時：2023/4/19 12:34:00 

ページ：16 

 

－ 16 － 

野村日本企業価値向上オープン（円投資型）/（米ドル投資型）

＜円投資型＞ 

 

項 目 当 期 
売買委託手数料総額（A） 2,286千円 
うち利害関係人への支払額（B） 295千円 

（B）／（A） 12.9％   
 
＊売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは野村
證券株式会社です。 

 

○組入資産の明細 (2023年３月23日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

野村日本企業価値向上オープン マザーファンド 5,465,247 5,036,664 7,453,255 
 
＊口数・評価額の単位未満は切り捨て。 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。 
 

○投資信託財産の構成 (2023年３月23日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

野村日本企業価値向上オープン マザーファンド 7,453,255 98.0 

コール・ローン等、その他 153,937 2.0 

投資信託財産総額 7,607,192 100.0 
 
＊金額の単位未満は切り捨て。 

 

  

親投資信託残高 
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野村日本企業価値向上オープン（円投資型）/（米ドル投資型）

＜円投資型＞ 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2023年３月23日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 7,607,192,693   

 コール・ローン等 151,737,031   

 野村日本企業価値向上オープン マザーファンド(評価額) 7,453,255,662   

 未収入金 2,200,000   

(B) 負債 138,927,207   

 未払収益分配金 87,311,652   

 未払解約金 2,017,435   

 未払信託報酬 49,479,342   

 未払利息 88   

 その他未払費用 118,690   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 7,468,265,486   

 元本 5,820,776,800   

 次期繰越損益金 1,647,488,686   

(D) 受益権総口数 5,820,776,800口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 12,830円 
 

（注）期首元本額は 6,154,880,322 円、期中追加設定元本額は

148,301,144円、期中一部解約元本額は482,404,666円、１口当た

り純資産額は1.2830円です。 
 

○損益の状況 (2022年３月24日～2023年３月23日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △        9,668   

 受取利息 19   

 支払利息 △        9,687   

(B) 有価証券売買損益 558,088,790   

 売買益 581,384,038   

 売買損 △   23,295,248   

(C) 信託報酬等 △  101,610,650   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 456,468,472   

(E) 前期繰越損益金 1,202,292,226   

(F) 追加信託差損益金 76,039,640   

 (配当等相当額) (     90,015,212)  

 (売買損益相当額) (△   13,975,572)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 1,734,800,338   

(H) 収益分配金 △   87,311,652   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 1,647,488,686   

 追加信託差損益金 76,039,640   

 (配当等相当額) (     90,460,889)  

 (売買損益相当額) (△   14,421,249)  

 分配準備積立金 1,645,914,750   

 繰越損益金 △   74,465,704   
 
＊損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによる

ものを含みます。 

＊損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等

相当額を含めて表示しています。 

＊損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設

定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいい

ます。 

 

（注）分配金の計算過程（2022年３月24日～2023年３月23日）は以下の通りです。 

項 目 
当 期 

2022年３月24日～ 
2023年３月23日 

a. 配当等収益(経費控除後) 163,659,533円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 0円 

c. 信託約款に定める収益調整金 90,460,889円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 1,569,566,869円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 1,823,687,291円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 3,133円 

g. 分配金 87,311,652円 

h. 分配金(１万口当たり) 150円 
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野村日本企業価値向上オープン（円投資型）/（米ドル投資型）

＜円投資型＞ 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 150円 
 
※分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合、分配金は全額普通分配金となります。 

※分配前の基準価額が個別元本を上回り、分配後の基準価額が個別元本を下回る場合、分配金は個別元本を上回る部分が普通分配金、下回

る部分が元本払戻金（特別分配金）となります。 

※分配前の基準価額が個別元本と同額または下回る場合、分配金は全額元本払戻金（特別分配金）となります。 

 

○お知らせ 

 該当事項はございません。 
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野村日本企業価値向上オープン（円投資型）/（米ドル投資型）

＜米ドル投資型＞ 

○１万口当たりの費用明細 (2022年３月24日～2023年３月23日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 203  1.386  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 97)  (0.660)  ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社への指図、法定書面等の作成、 
基準価額の算出等 

 （ 販 売 会 社 ） ( 97)  (0.660)  購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理 
および事務手続き等 

 （ 受 託 会 社 ） ( 10)  (0.066)  ファンドの財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行等 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 5   0.032   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
   ※売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） (  4)  (0.028)   

 （ 先 物 ・ オ プ シ ョ ン ） (  1)  (0.003)   

（c） そ の 他 費 用 0   0.003   (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） (  0)  (0.003)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 合 計 208   1.421    

期中の平均基準価額は、14,633円です。  

 
＊期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。

＊各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

＊売買委託手数料およびその他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するもの

を含みます。 

＊各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数

第３位未満は四捨五入してあります。 
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野村日本企業価値向上オープン（円投資型）/（米ドル投資型）

＜米ドル投資型＞ 

（参考情報） 

◯総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価

証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で

除した総経費率（年率）は1.39％です。 
 

  
（注）当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取引税を含みません。 

（注）各比率は、年率換算した値です。 

（注）当ファンドの費用は、マザーファンドが支払った費用を含みます。 

（注）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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野村日本企業価値向上オープン（円投資型）/（米ドル投資型）

＜米ドル投資型＞ 

○売買及び取引の状況 (2022年３月24日～2023年３月23日) 

 

種 類 別 
買 建 売 建 

新規買付額 決 済 額 新規売付額 決 済 額 

国 
内 

 百万円 百万円 百万円 百万円 
株式先物取引 13,566 14,627 － － 

 
＊単位未満は切り捨て。 

 

 

種 類 別 
コール・ 
プット別 

買 建 売 建 

新 規 

買 付 額 
決 済 額 

権 利 

行 使 

権 利 

放 棄 

新 規 

売 付 額 
決 済 額 

権 利 

被 行 使 

義 務 

消 滅 

国 

内 

  百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 

通貨オプション取引 コール 83,528 84,788 － － － － － － 

 プット － － － － 83,528 82,623 － － 
 
＊単位未満は切り捨て。 

 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
野村日本企業価値向上オープン マザーファンド 2,507,863 3,500,700 2,820,335 3,972,100 

 
＊単位未満は切り捨て。 

 

○株式売買比率 (2022年３月24日～2023年３月23日) 

 

項 目 
当 期 

野村日本企業価値向上オープン マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 11,493,026千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 24,801,178千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.46   
 
＊(b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

  

先物取引の種類別取引状況 

オプションの種類別取引状況 

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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野村日本企業価値向上オープン（円投資型）/（米ドル投資型）

＜米ドル投資型＞ 

○利害関係人との取引状況等 (2022年３月24日～2023年３月23日) 

 

＜野村日本企業価値向上オープン（米ドル投資型）＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜野村日本企業価値向上オープン マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式 5,118 818 16.0 6,374 509 8.0 

平均保有割合 72.0%       
 
※平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該子ファンドのマザーファンド所有口数の割合。 

 

 

項 目 当 期 
売買委託手数料総額（A） 6,604千円 
うち利害関係人への支払額（B） 765千円 

（B）／（A） 11.6％   
 
＊売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは野村
證券株式会社です。 

 

○組入資産の明細 (2023年３月23日現在) 

 

銘      柄      別 
当 期 末 

買   建   額 売   建   額 

国 
内 

  百万円 百万円 

株式先物取引 ＴＯＰＩＸ 791 － 
 
＊単位未満は切り捨て。 

 

  

利害関係人との取引状況 

先物取引の銘柄別期末残高 
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野村日本企業価値向上オープン（円投資型）/（米ドル投資型）

＜米ドル投資型＞ 

 

銘      柄      別 
コール・ 
プット別 

当 期 末 

買 建 額 売 建 額 

国 

内 

   百万円 百万円 

通貨オプション取引 ドル コール 452 － 

  プット － 452 
 
＊ 単位未満は切り捨て。 

 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

野村日本企業価値向上オープン マザーファンド 13,048,425 12,735,953 18,846,664 
 
＊ 口数・評価額の単位未満は切り捨て。 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。 
 

○投資信託財産の構成 (2023年３月23日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

野村日本企業価値向上オープン マザーファンド 18,846,664 83.0 

コール・ローン等、その他 3,869,092 17.0 

投資信託財産総額 22,715,756 100.0 
 
＊ 金額の単位未満は切り捨て。 

 

○特定資産の価格等の調査 

調査依頼を行なった取引は2022年３月５日から2023年３月13日までの間でオプション取引
（為替店頭オプション取引）1,000件でした。これらのオプション取引（為替店頭オプション取
引）について、投資信託及び投資法人に関する法律（昭和26年法律第198号）第11条第２項に
基づいて比較可能な価格のほか、取引の相手方の名称、通貨の種類、プット又はコールの別、
数量、オプション料計上額その他の当該オプション取引（為替店頭オプション取引）の内容に
関して、EY新日本有限責任監査法人に調査を委託し、日本公認会計士協会が公表した専門業務
実務指針4460「投資信託及び投資法人における特定資産の価格等の調査に係る合意された手続
業務に関する実務指針」に基づく調査結果として合意された手続実施結果報告書を入手してい
ます。 

なお、本調査は財務諸表監査の一部ではなく、また、価格の妥当性や内部管理体制について
保証を提供するものではありません。   

オプションの銘柄別期末残高 

親投資信託残高 
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野村日本企業価値向上オープン（円投資型）/（米ドル投資型）

＜米ドル投資型＞

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2023年３月23日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 22,715,756,299   

 コール・ローン等 1,386,336,816   

 野村日本企業価値向上オープン マザーファンド(評価額) 18,846,664,363   

 コール・オプション(買) 452,416,900   

 未収入金 1,930,853,220   

 差入委託証拠金 99,485,000   

(B) 負債 2,957,974,136   

 プット・オプション(売) 452,416,900   

 未払金 2,002,235,995   

 未払収益分配金 359,540,038   

 未払解約金 2,651,537   

 未払信託報酬 140,793,700   

 未払利息 807   

 その他未払費用 335,159   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 19,757,782,163   

 元本 13,316,297,724   

 次期繰越損益金 6,441,484,439   

(D) 受益権総口数 13,316,297,724口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 14,837円 
 

（注）期首元本額は 15,399,849,980円、期中追加設定元本額は

198,100,384円、期中一部解約元本額は2,281,652,640円、１口当

たり純資産額は1.4837円です。 
 

○損益の状況 (2022年３月24日～2023年３月23日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △       450,595   

 受取利息 720   

 支払利息 △       451,315   

(B) 有価証券売買損益 1,372,755,911   

 売買益 1,469,659,654   

 売買損 △    96,903,743   

(C) 先物取引等取引損益 1,844,702,964   

 取引益 16,225,170,494   

 取引損 △14,380,467,530   

(D) 信託報酬等 △   289,209,393   

(E) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ) 2,927,798,887   

(F) 前期繰越損益金 3,643,861,892   

(G) 追加信託差損益金 229,363,698   

 (配当等相当額) (      84,996,976)  

 (売買損益相当額) (     144,366,722)  

(H) 計(Ｅ＋Ｆ＋Ｇ) 6,801,024,477   

(I) 収益分配金 △   359,540,038   

 次期繰越損益金(Ｈ＋Ｉ) 6,441,484,439   

 追加信託差損益金 229,363,698   

 (配当等相当額) (      86,147,616)  

 (売買損益相当額) (     143,216,082)  

 分配準備積立金 6,212,120,741   
 
＊損益の状況の中で(B)有価証券売買損益および(C)先物取引等取引

損益は期末の評価換えによるものを含みます。 

＊損益の状況の中で(D)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等

相当額を含めて表示しています。 

＊損益の状況の中で(G)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設

定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいい

ます。 

 

（注）分配金の計算過程（2022年３月24日～2023年３月23日）は以下の通りです。 

項 目 
当 期 

2022年３月24日～ 
2023年３月23日 

a. 配当等収益(経費控除後) 447,169,865円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 2,480,629,022円 

c. 信託約款に定める収益調整金 229,363,698円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 3,643,861,892円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 6,801,024,477円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 5,107円 

g. 分配金 359,540,038円 

h. 分配金(１万口当たり) 270円 
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野村日本企業価値向上オープン（円投資型）/（米ドル投資型）

＜米ドル投資型＞ 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 270円 
 
※分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合、分配金は全額普通分配金となります。 

※分配前の基準価額が個別元本を上回り、分配後の基準価額が個別元本を下回る場合、分配金は個別元本を上回る部分が普通分配金、下回

る部分が元本払戻金（特別分配金）となります。 

※分配前の基準価額が個別元本と同額または下回る場合、分配金は全額元本払戻金（特別分配金）となります。 

 

○お知らせ 

 該当事項はございません。 
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